
砺波市庄川町金屋畑直の石仏調査 

 

日本石仏協会理事 尾田武雄 

 

尊名  地蔵菩薩坐像 

所在地 畑直金井実宅前 

法量  高さ 50 ㎝ 幅 30 ㎝ 

石材  金屋石 

像容  頭を丸めた出家僧（僧形）で、面長のお顔である。持物は腹前に両掌

にどんなものでも叶える宝珠を持つ。衣文は簡素で首飾り、瓔珞は見受けられ

ない。首が折れ補修されている。 

造像年 刻字は見受けられないが、像容はその彫法などから、明治期の作であ

ろうと思われる。 

お堂は両壁は金屋石であるが、屋根は修復されている。 

祭日 8 月 23 日午前 お寺は日照院 祭日は土日を予定し不定期 

伝承 無し 

管理者 畑直町内会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

尊名  如意輪観音 

所在地 畑直川島隆一宅横 

法量  高さ 142 ㎝ 幅 89 ㎝ 

石材  井波石（砂岩） 

像容  頭に宝冠を頂き、右掌は肘を曲げ知恵と慈悲を表す蓮華の茎を持ち、

左掌は人々の願いを叶えてもらえる与願印をしている。左脚は踏み下

げて、右脚は左脚の上にのせている。近江（滋賀県大津市）の石山寺

（西国三十三ケ所観音霊場の18番）の「木造如意輪観世音菩薩半跏像

（国指定重要文化財）である。一般的な如意輪観音は六本の腕（六臂）

を持ち、頬に手を当てるお姿を大きく違い、石山寺の本お像はより古

い形である二本の腕（二臂）の特徴的なお姿である。 

    畑直のお像は、この石山寺のお像と酷似している如意輪観音である。

また宝冠、月輪、台座等に彩色の跡が残る。全体的に円満で、穏やか

な作風である。刻字はないが、その作風から作者は庄川町金屋出身の

明治の名工森川榮次郎作と思われる。 

祭日 8 月 23 日午前 お寺は日照院  祭日は土日を予定し不定期 

伝承 無し 

管理者 畑直町内会 

 

                  西国三十三ケ所観音霊場十三番 石山寺本尊



日本石仏協会主催・一泊見学会 

富山県砺波地方―チューリップの里―の石仏 

平成 12 年 5 月 13 日（土）44 名参加 

 

如意輪観音 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         地蔵菩薩 

 

 

（令和 8年 9月 24 日 地蔵菩薩の縁日） 


